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現実から頭が離れない、夢追⼈だが、有難い⻑期のひとり旅。 
あの家に住んでいる⼈は、どんな⼈たちなのだろう。⻑い歴史があるのだろう。 

いろいろあったのだろう。⼤きなお世話だが、何気なく思った。 
少し⻑く⽣きていると、何も知らなかった夢挑戦時代が、⼀番楽しかったかも知れない。 

ふと、ぽっかり雲が、⾯⽩く感じた。今年も、あと少し。 
 
 

 
 
 



山はみどり 野に花 人にはこころ 
 

この地を訪ねてよかった。出会いから、いろいろなことが、思い浮かぶ。 
国内外、多くの出会いがあったことで、気づきと学び。 

世界は広い。照る⽇曇る⽇、雲の形もいろいろ。⼼境で、感じ⽅が変わるから不思議。 
時の流れ⽅は、変わらないのに、・・・ 

 
 

 

 
 
 

 


